
様式（第５条関係） 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和２年度第１回行田市郷土博物館協議会 

開 催 日 時 
令和２年８月２１日（金） 

開会：午前１０時００分 ・ 閉会：午前１１時１０分 

開 催 場 所 郷土博物館２階 会議室 

出席者（委員） 

氏 名 

柿沼耕一 芙蓉良明 重田正夫 大澤惠子 若松良一  

大山能則 板垣時夫 堀秀雄 

欠席者（委員）   

氏 名        
梁瀬里司 宮本伸子  

事 務 局 

館長  鈴木紀三雄  主査 浅見貴子 

主任  岡村恵美子 

主事  澤村怜薫  岡本夏実 

会 議 内 容 

令和２年度上半期事業報告 

令和２年度下半期事業計画 

その他 

会 議 資 料 
令和２年度第１回行田市郷土博物館協議会次第   

令和２年度第１回行田市郷土博物館協議会資料 

そ の 他 必 要 

事 項 
傍聴人なし 

 

会 確 

議  

録  

の 定 

確 定 年 月 日 主 宰 者 記 名 押 印 

令和  年  月   日 

          ㊞ 

 

 

          ㊞ 

 



発 言 者 会 議 の 経 過（議題・発言内容・結論等） 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局   

（浅 見） 

 

若 松 会 長  

 

 

委   員 

 

 

若 松 会 長   

 

 

 

事 務 局 

（浅 見） 

若 松 会 長  

 

委 員    

 

若 松 会 長  

 

 

 

  

事 務 局   

 

 

 

＊ 委嘱状交付 

＊ 教育長あいさつ 

＊ 自己紹介 

＊ 会長・副会長選出 

＊ 会長・副会長あいさつ 

 

議  事 

それではこれより議事に入る。進行は会長にお願いする。 

 

 

議事に入る前に、本日の協議会については公開をお願いしている。

公開について異存はないか。 

 

公開としてよい。 

（傍聴人なし） 

 

また本日の議事については議事録を作成する予定である。議事録

の最後に確認の署名を２名の方から頂戴したい。この場でどなた

かにお願いしたいが、事務局より提案はあるか。 

 

それでは、名簿の順番で柿沼委員、芙蓉委員にお願いしたい。 

 

事務局の提案でよろしいか。 

 

よろしい。 

 

それでは、そのようにお願いする。 

では、次第に従って議事に入る。 

始めに（１）の令和２年度上半期事業報告について事務局より説

明をお願いする。 

 

（事務局より、管理部門 資料を説明） 

（事務局より、学芸部門 資料を説明） 

 

 



若 松 会 長    

 

  

重 田 委 員  

 

 

 

 

 

事 務 局   

（鈴 木） 

 

 

 

 

重 田 委 員  

 

板 垣 委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局   

 

板 垣 委 員 

 

 

事 務 局 

（ 澤 村 ） 

 

 

ただいま事務局より説明があったが、どなたかご質問等があった

らお願いする。 

 

このような状況の中で色々なことをやられているということは大

変だなと思った。他館では休んでいる所も多いが、やれば 1 万人

入るという、慎重にやりながら良い成果を上げている。 

「歴史的公文書の移管」は新しい形の仕事なのか。今までやって

いたのか。 

 

市の文書管理規則のなかで、歴史的公文書の移管先として教育委

員会、教育委員会の文書管理規則の中で歴史的公文書の移管先と

して博物館ということで、例規の裏付けは以前からあった。受入

については以前から実施していたが、今回、総務課と博物館でマ

ニュアルを作った。 

 

例規上位置付けできたことは大変良いことである。 

 

コロナ禍の中で色々工夫されて様々な事業に取り組まれているが

「おうちミュージアム」では今までとは違った形で多くの方たち

に博物館あるいは博物館事業を知ってもらう手段として積極的に

取り上げてもらうことはうれしく思う。 

テレビ行田で作ったものを「ぎょうだ動画チャンネル」という市

のホームページで見ることができるということで、これだけの内

容でまた今後作っていくと思うので、この映像資料を博物館に来

た人にも将来的に館内のメニューの中でこれを見ることができる

よう検討いただきたい。 

 

検討したい。 

 

「音声ガイド」を中止しているとあるが、これは館内の滞在時間

に制限があるからか、それとも機器の消毒のためなのか。 

 

消毒については以前よりアルコール消毒を行っているが、やはり

音声ガイドを利用して聞いて下さる方はしっかり聞くと 60 分以

上かかり、滞在時間を短縮することと矛盾してしまうため中止と

した。 



 

柿 沼 委 員 

 

 

 

大 山 委 員 

 

 

事 務 局 

（ 岡 村 ） 

 

 

大 山 委 員 

 

事 務 局 

（ 澤 村 ） 

 

 

 

 

 

若 松 会 長 

 

 

事 務 局 

（ 岡 本 ） 

 

 

 

     

 

 

 

若 松 会 長  

 

 

 

昨年一昨年より忍中学校とともに博学連携事業でお世話になり、

また子供たちの発表場所や今年はパネル等もおかせていただき感

謝申し上げる。 

 

館内滞在時間 30 分と限定しているがどのように判断しているの

か。 

 

厳密に時間を計っているわけではないが、来館者に目安として表

示するとともに口頭で伝えている。また混雑状況に応じ館内放送

にてスムーズな見学を促している。 

 

混雑状況の判断はどのように行っているのか。 

 

混雑状況の判断については通常目視で事務室の監視カメラ等で常

設展示室、企画展示室は把握できているが、2ｍ以上の距離を保て

なくなるには何人位か数えてみたところ 50 名以上入ると１ｍ未

満になりそうということで現在 50名を基準としている。それを超

えた場合は館内放送あるいは入館するペースを遅らせ調整をする

ということをマニュアルで決めている。 

 

２ｍの間隔を取るために、面白いサジェスチョンがあると聞いた

が。 

 

当館の館蔵資料で「関ケ原合戦図屏風」というのがあり、その中

で描かれている人物の間隔がおよそ２ｍ位ではないかというとこ

ろで掲示物に利用した。他館でもそのような取組をされている中

で当館のものを目にとめていただいた方がおり、神戸新聞のニュ

ースサイトに掲載したいと取材の依頼があった。基本的に掲示物

はシンプルなものかピクトグラム等を利用したもので作っていた

が少しでも来館者の方に楽しんでいただけるようなものをという

ことで今回このような工夫をさせていただいた。 

 

他にどなたかご質問はあるか。 

 

（１） の令和２年度上半期事業報告については終了する。次に 



 

 

 

 

若 松 会 長 

 

重 田 委 員 

 

 

 

 

 

事 務 局   

（ 岡 本 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若 松 会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（２） の令和２年度下半期事業計画について事務局よりお願い

する。 

（事務局より、資料の説明） 

 

事務局より説明があったが、ご質問ご意見があったらお願いする。 

 

企画展について、第 34回企画展はコロナウイルス感染防止のため

代わりに収蔵品展を同じ期間やるということだが、人が入るのを

止めるということでなく、企画展の諸調査や図録の作成が感染対

策のために滞ってしまい、準備が整わないためという意味合いが

強いのか。 

 

他館も昨年度末から今年度にかけて休館の対策を取られている施

設が多く、その間例年だと資料調査等を行えたが、それが全く出

来なかったということがある。また、展示資料の借用について、

遠方では愛知県や静岡県など中部方面からの借用を予定している

が、首都圏も含めて感染が非常に拡大しており懸念されるところ

である。今後緊急事態宣言が出るかは分からないが、自治体の判

断で移動に制限がかかった場合、借用自体が非常に困難になるお

それがある。さらに、当館が休館の対策をとらざるを得なくなっ

た場合、せっかくお借りしてもお見せできないというリスクも非

常に高いことから、収蔵品展という館内の資料での対応が可能な

展示に切り替える対応をさせていただくことになった。 

 

私からも参考に現在企画展の延期や中止状況について申し上げる

と、県立歴史と民俗の博物館は「特別展 武蔵国の旗本」を準備

したが遠方からの借用資料も多く開催できないで終わってしまっ

た。文書館も展示室が新しくなり 3 月 18 日からやろうとしてい

たが、新型コロナのピークで制限がかかりこのまま終わってしま

うかと思ったが、全て館蔵資料のため 7 月 1日からオープンする

ことができた。午前・午後の 1 時間ずつであるが開館できないの

に比べればよい。どちらの館でも展示や普及事業を行うには倍の

骨折りと神経を使う。後ろ向きの気持ちになると全部中止にすれ

ばとなりがちだが、前を向いて少しずつでも前に進んでもらえれ

ばと思う。 

 



事 務 局 

（ 鈴 木 ） 

 

 

 

 

 

 

 

若 松 会 長  

 

 

重 田 委 員 

 

 

 

若 松 会 長 

 

事 務 局 

（ 鈴 木 ） 

 

 

 

 

若 松 会 長   

 

 

 

 

事 務 局 

（ 浅 見 ） 

 

若 松 会 長 

 

 

 

館内で色々議論したが、7月末の時点で 9月末や 10月初旬の感染

状況の予想がつかなかったことに加え、企画展はそれなりに費用

もかかる。もし準備ができて開催しようとしたときに、緊急事態

宣言が出て休館になると、それまでにかけた費用が無駄になるが、

その事態は避けたい。また、企画展の契約事務は 8 月上旬から始

まるためそれまでに決断しなければならないこともあり、7 月末

に代替の展示として収蔵品展をやろうと考えた。そのようなリス

クを考えての措置とご理解いただきたい。 

 

委員の皆さんご理解いただけたか。 

他に何かあるか。 

 

当館の所蔵品は大変な質と量があると思うので一同に見ることが

できる良い機会と言えるかもしれない。ぜひ良いものを状況に応

じながらやっていただければと思う。 

 

他にお気づきの点や助言はあるか。 

 

学芸員の講師出講に 9/19「全国近代化遺産一斉公開プロモーショ

ンイベント トークセッション」がある。主催は文化庁等で、今

年足袋資料が国指定になったキーワードのひとつが「近代化」と

いうこともあり、「足袋産業の近代化」の内容でトークセッション

の依頼があった。 

 

他に何かあるか。 

ないようであれば、（２）令和 2年度下半期事業計画についてはこ

れで終了する。 

最後に（３）その他について事務局よりお願いする。 

 

特に報告事項はない。 

 

 

それでは以上で議事は終了する。皆さんのご協力で議事がスムー

ズに進行したことに感謝を申し上げたい。では、議長を下ろさせ

ていただく。 

 



事 務 局 

（ 浅 見 ） 

本日は長時間にわたりご審議いただき感謝する。それでは閉会の

ご挨拶を副会長よりお願いしたい。 

 

  ※大山副会長あいさつ 

 

※テーマ展 展示見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


